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西
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
※

規
範
審
査
訴
訟

一
　
は
じ
め
に

藤
　
原

静
　
雄

　
西
ド
イ
ッ
の
行
政
裁
判
制
度
に
あ
っ
て
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
法
四
七

条
め
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ラ
ン
ト
の
高
等
行
政
裁
判
所
が
、
ラ
ン
ト

の
法
偉
よ
り
下
位
に
あ
る
法
規
に
つ
い
て
、
具
体
的
瑛
件
を
前
鍵
と
せ
ず
、

独
立
の
手
続
に
よ
っ
て
そ
の
有
効
性
を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

行
政
裁
判
上
の
規
範
審
査
訴
訟
の
制
度
は
、
我
が
国
に
は
み
ら
れ
な
い
特

色
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
訴

訟
制
度
ぷ
沸
す
る
我
が
国
の
学
説
の
関
心
は
、
余
り
高
い
と
は
い
え
な
い

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
訴
訟
が
客
観
訴
訟

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
客
観
訴
訟
と
の
関
連
に
お
い
て
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茗
〕

題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
我
が
国
の
現
行
法
上
、

客
観
訴
訟
と
し
て
の
規
範
審
査
訴
訟
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
学

説
・
判
例
の
一
般
的
な
見
解
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
規
範
審
査
訴
訟
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て

よ
り
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
議
論
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
今
日
で
は
、
こ

の
訴
訟
の
主
観
訴
訟
的
側
面
の
方
が
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
㍍
～
。

更
に
ま
た
、
連
邦
行
政
裁
判
所
法
四
七
条
は
一
九
七
六
年
に
全
面
的
に
改

正
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
こ
の
訴
訟
に
関
す
る
議
論
の
蓄
積

が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
民
生
活
に
と
り
、
法
偉
よ
り
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

位
の
法
規
範
、
と
り
わ
け
、
計
画
法
に
お
け
る
B
・
プ
ラ
ン
（
黒
σ
彗
－

自
目
窃
官
串
、
一
）
に
対
す
る
保
護
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
こ
の
規

定
の
徹
底
的
な
見
直
し
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
法
偉
よ
り
下
位
の
法
規
範
及
び
計
画
に
対
し
て
権
利
保
護
が
必
要
な
こ

と
は
我
が
国
で
も
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
権
利
傑
謹
と
し
て
は
、

取
消
訴
訟
を
中
心
に
置
く
抗
告
訴
訟
の
シ
ス
テ
ム
に
隈
界
が
あ
る
こ
と
も

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
行
政
蕪
件
訴

訟
法
の
立
法
化
の
過
程
で
、
規
範
審
査
訴
訟
が
法
令
を
攻
撃
す
る
訴
訟
形

式
の
一
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

　
　
　
（
o
）

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
裁
判
上
の
規
範
審
査
訴
訟
制
度

及
ぴ
そ
れ
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
行
政
訴
訟
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

度
を
考
え
る
上
で
決
し
て
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
行
政
裁
判
上
の
規
範
審
査
訴
訟
の
す

ぺ
て
に
亙
っ
て
詳
紬
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
現
行
法
の
規
定

を
中
心
と
し
て
こ
の
訴
訟
制
度
を
概
観
し
、
そ
の
間
題
点
を
指
摘
す
る
に

留
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
文
字
通
り
の
研
究
ノ
ー
ト
で

あ
る
。
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二
。
行
政
裁
判
上
の
規
範
審
査
訴
訟
の
沿
革

　
ラ
ン
ト
の
高
等
行
政
裁
判
所
に
よ
る
規
範
審
査
訴
訟
の
歴
史
は
そ
う
古

　
　
　
　
　
（
8
）

い
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
行

政
裁
判
制
度
の
再
建
に
あ
た
っ
た
、
バ
イ
エ
ル
ン
高
等
行
政
裁
判
所
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

長
判
事
W
・
バ
ウ
ア
ー
の
考
案
に
か
か
る
訴
訟
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
旧
ア

メ
リ
カ
占
領
地
区
の
行
政
裁
判
所
法
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
南
ド
イ
ツ
行
政

裁
判
所
法
（
V
G
G
）
」
一
五
条
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

こ
れ
が
、
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
六
〇
年
の
連

邦
行
政
裁
判
所
法
に
お
い
て
も
そ
の
四
七
条
に
規
範
審
査
訴
訟
が
規
定
さ

れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
訴
訟
の
導
入
は
、
各
ラ
ン
ト
の

立
法
者
の
自
由
と
さ
れ
た
た
め
、
実
際
に
こ
れ
を
利
用
し
た
の
は
、
パ
ー

デ
ン
ー
ー
ヴ
ェ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
、
バ
イ
ェ
ル
ン
、
ヘ
ヅ
セ
ン
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ

ィ
ッ
ヒ
ー
－
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ブ
レ
ー
メ
ン
と
い
う
南
ド
イ
ツ
を
印
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

し
た
諸
ラ
ン
ト
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
規
範
審
査
訴
訟
は
、
右
の
五

　
　
　
（
H
）

つ
の
ラ
ン
ト
で
も
、
最
近
ま
で
、
比
較
的
地
味
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
計
画
行
政
の
展
開
と
と
も
に
事
情
は
異
な
っ
て
き
た
。
こ

の
訴
訟
を
導
入
し
て
い
る
右
の
諸
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
か

ら
一
九
七
四
年
の
五
年
間
に
係
属
し
た
規
範
審
査
訴
訟
五
六
四
件
の
中
、

犬
都
分
は
建
築
お
よ
ぴ
土
地
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
殊
に
．
B
プ
ラ

ン
の
有
効
性
に
関
す
る
も
の
が
三
〇
四
件
に
も
の
ぼ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

バ
ー
デ
ン
ー
－
ヴ
ェ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
で
は
二
五
九
件
が
係
属
し
そ
の
七
四
％

が
、
バ
イ
ェ
ル
ン
で
は
一
四
七
件
が
係
属
し
そ
の
四
一
％
が
、
B
．
ブ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ン
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
規
範
審
査
訴
訟
は
、
多
く
の
個
別
の
訴
訟

の
予
防
に
役
立
ち
、
法
の
明
確
性
、
訴
訟
経
済
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

殊
に
、
計
画
行
政
の
場
合
に
は
、
時
宜
に
か
な
っ
た
権
利
状
況
の
解
明
は
、

す
べ
て
の
利
害
関
係
人
に
と
り
有
用
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

B
・
プ
ラ
ン
を
統
制
す
る
手
段
と
し
て
、
規
範
審
査
訴
訟
は
、
重
要
な
地

位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
を
導
入
し
て

い
な
い
北
ド
イ
ツ
の
諸
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
当
初
、
B
．
プ
ラ
ン
の
後

に
な
さ
れ
る
具
体
的
執
行
行
為
を
争
う
よ
り
他
に
手
段
は
な
か
っ
た
。
最

近
で
は
、
B
・
プ
ラ
ン
に
対
す
る
予
防
的
確
認
あ
る
い
は
不
作
為
訴
訟
が

な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
未
だ
実
効
性
あ
る
権
利
保
護
の
手
段
と
な
る

に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
学
説
で
は
、
基
本
法
一
九
条
四
項
を
根

拠
と
し
て
、
法
四
七
条
の
類
推
に
よ
り
行
政
裁
判
μ
砂
の
規
範
審
査
を
行
う

ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
有
力
な
見
解
も
存
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
の

法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
で
は
、
伝
統
的
権
利
保
謹
手
続
、
特
に
、
付
随
的
統

制
に
よ
る
権
利
保
護
の
迂
遠
さ
、
緩
慢
さ
を
強
調
し
、
一
方
で
、
規
範
審

査
訴
訟
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過

　
　
　
　
（
咀
）

言
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
一
九
六
〇
年
法
に
お
け
る
規
範
審
査
訴
訟
自
体
に
対
し
て
も
強

い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
造
り
損
い
の
ト
ル
ソ
ー
（
邑
籟
．

　
　
　
　
　
　
（
皿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岬
）

篭
閉
邑
冨
畠
H
O
冨
O
）
」
、
「
失
敗
と
考
え
ら
れ
て
い
る
規
定
」
と
い
う
呼
称

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
問
魑
点
を
抱
え
た
条
項
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

呉
体
的
に
は
、
留
保
条
項
か
ら
生
ず
る
憲
法
裁
判
権
と
の
関
係
を
印
心
と

し
て
、
ラ
ン
ト
の
高
等
行
政
裁
判
所
間
で
法
解
釈
が
異
な
る
場
含
の
連
邦

行
政
裁
判
所
へ
の
上
告
の
許
否
、
仮
の
権
利
保
護
の
許
否
、
審
査
の
対
象
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と
な
る
法
規
と
は
何
か
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
右
に
述
べ
た
よ
う
な
事
憎
の
下
に
、
立
法
者
は
、
建
築
法
の
領
域
に
お

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旭
）

し
て
連
邦
に
統
一
的
に
規
範
審
査
訴
訟
を
導
入
す
る
こ
と
及
ぴ
従
来
存
し

て
い
た
こ
の
塊
錠
の
不
明
確
さ
を
除
去
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
改
正
を

行
つ
た
の
パ
碗
る
。
こ
れ
が
一
九
七
七
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
現
行
の

四
七
条
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
規
範
審
査
訴
訟
の
諸
間
魑

　
ま
ず
、
こ
の
訴
訟
の
全
体
像
を
把
握
す
る
上
で
便
利
で
あ
ろ
う
と
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釦
）

れ
る
の
で
、
現
行
法
の
規
定
の
訳
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　
第
一
項
高
等
行
政
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
判
椀
の
範
囲
内
に
お
い
て
・

申
立
に
よ
り
、
次
の
法
規
の
有
効
性
に
つ
い
て
裁
判
す
る
。

　
一
　
連
邦
建
設
法
及
ぴ
都
市
建
設
促
進
法
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た

条
例
、
並
ぴ
に
連
邦
建
設
法
一
八
八
条
二
項
及
ぴ
都
市
建
設
促
進
法
九
二

条
二
項
に
基
づ
く
法
規
命
令

　
ニ
　
ラ
ン
ト
法
が
こ
れ
を
定
め
る
限
り
に
お
い
て
、
ラ
ン
ト
の
法
偉
の

下
位
に
属
す
る
そ
の
他
の
法
規

　
第
二
項
法
規
若
し
く
は
そ
の
適
用
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
、
又
は
近

い
将
来
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
す
ぺ
て
の
自
然
人
及
ぴ
法
人
、

並
ぴ
に
す
ぺ
て
の
官
庁
が
こ
の
申
立
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
申
立

は
こ
の
法
規
を
発
し
た
団
体
、
営
造
物
、
又
は
財
団
を
相
手
方
と
し
て
な

さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
高
等
行
政
裁
判
所
北
こ
の
法
規
に
よ
り
そ
の
権

隈
に
影
響
を
受
け
る
ラ
ン
ト
及
ぴ
そ
の
他
の
公
法
上
の
法
人
に
一
定
期
間

内
に
意
見
を
述
ぺ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
項
法
規
が
専
ら
ラ
ン
ト
の
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
の
み
審
理
さ

れ
る
こ
と
が
法
偉
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
高
等
行
政

裁
判
所
は
法
規
の
ラ
ン
ト
法
と
の
適
合
性
を
審
査
し
な
い
。

　
第
四
項
法
規
の
有
効
性
の
審
査
手
続
が
憲
法
裁
判
所
に
係
属
し
て
い

る
場
合
に
は
、
高
等
行
政
裁
判
所
は
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
が
終
縞

す
る
ま
で
審
理
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
項
高
等
行
政
裁
判
所
は
自
己
の
法
解
釈
に
基
づ
き
、
次
の
各
号

の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
上
告
審
で
審
理
で
き
る
法
の
解
釈
に
関
す

る
裁
判
を
求
め
て
事
案
を
連
邦
行
政
裁
判
所
に
移
送
す
る
。

　
一
　
事
案
が
原
理
的
重
要
性
を
持
つ
と
き

　
二
　
高
等
行
政
裁
判
所
が
他
の
高
等
行
政
裁
判
所
、
連
邦
行
政
裁
判
所

又
は
連
邦
の
最
高
裁
判
所
の
合
同
法
廷
の
裁
判
と
異
な
る
裁
判
を
し
よ
う

と
す
る
と
き

　
移
送
に
関
す
る
決
定
は
関
係
人
に
通
知
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
連
邦
行
政
裁
判
所
は
法
律
問
題
に
つ
い
て
の
み
裁
判
す
る
。

　
第
六
項
高
等
行
政
裁
判
所
は
判
決
に
よ
り
、
又
は
口
頭
審
理
を
不
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
決
定
に
よ
り
裁
判
す
る
。
高
等
行
政
裁
判
所
は

法
規
が
有
効
で
な
い
と
の
確
信
に
到
達
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
無
効
と

宜
言
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
こ
の
裁
判
は
一
般
的
拘
東
カ
を
も
ち
、
決

定
の
主
文
は
、
申
立
の
相
手
方
に
よ
り
、
そ
の
法
規
の
公
布
の
場
合
と
同

じ
く
公
示
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
裁
判
の
効
カ
に
つ
い
て
は
一
八
三
条
を

準
用
す
る
。

　
第
七
項
裁
判
所
は
、
重
犬
な
不
利
益
を
避
け
る
た
め
又
は
そ
の
他
重

要
な
理
由
に
よ
り
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
申
立
に
よ
り
仮
命
令
を
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発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
規
範
審
査
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
法
的
性

楮
、
憲
法
裁
判
権
と
の
関
係
と
い
う
や
や
原
理
的
な
問
題
及
ぴ
訴
訟
法
上

の
藷
問
題
に
つ
い
て
、
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
以
下
、
順
に
、
こ
れ
ら
の

う
ち
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
1
　
規
範
審
査
訴
訟
の
法
的
性
楮

　
法
的
性
楮
に
つ
い
て
は
、
こ
の
訴
訟
の
性
椅
を
ど
う
捉
え
る
か
に
よ
り
、

申
立
適
格
、
訴
訟
参
加
の
許
否
等
、
規
範
審
査
訴
訟
の
様
、
（
帥
場
面
で
解

釈
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
激
し
い
議
論
の
対
立
が
あ
る
。
学
説
は
、

大
き
く
、
こ
れ
を
純
然
た
る
権
利
保
護
手
続
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
（
主

観
説
）
、
純
然
た
る
法
異
議
手
続
（
震
o
享
眈
冨
豊
眈
冨
、
o
冒
o
・
蜆
く
。
、
｛
葭
す
、
而
目
）

で
あ
る
と
す
る
も
の
（
客
観
説
）
、
そ
の
折
衷
で
あ
る
と
い
う
も
の
（
折

臓
讐
㌶
㍍
ピ
篇
鴻
蝸
帥
雛
ザ
＾

の
訴
訟
の
主
た
る
機
能
で
あ
り
、
主
観
的
権
利
保
謹
は
従
た
る
機
能
で
あ

る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
で
．
は
、
官
庁
に
よ
り
申
立
が

な
さ
れ
る
場
含
は
と
も
か
く
と
し
て
、
自
然
人
や
法
人
が
申
立
を
な
す
場

合
に
は
、
た
と
え
ぱ
B
・
プ
ラ
ン
や
大
学
の
入
学
定
員
の
定
め
が
問
題
と

な
る
場
合
を
考
え
れ
ぱ
明
ら
か
で
あ
索
つ
に
、
権
利
保
謹
機
能
が
前
順

に
出
て
い
る
と
解
す
学
説
が
増
え
て
い
る
。
法
改
正
の
目
標
の
一
つ
カ

B
・
プ
ラ
ン
に
対
す
る
推
利
保
護
の
強
化
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
訴
訟
に

も
申
立
の
利
益
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、
仮
命
令
の
制
度
■
も
導
入
さ
れ
た

こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
こ
の
訴
訟
の
主
観
的
側
面
が
議
論
の
中
心
と
な
り

　
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
2
　
憲
法
裁
判
権
と
の
関
係

　
一
九
六
〇
年
法
に
お
い
て
最
も
問
題
の
多
か
つ
た
の
が
憲
法
裁
判
権
へ

の
留
保
条
項
で
あ
っ
た
。
そ
の
四
七
条
第
一
文
に
よ
れ
ぱ
、
「
そ
の
法
規

に
つ
き
憲
法
裁
判
所
に
審
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
法
律
の
定
め

が
な
い
臥
㎎
」
、
ラ
ン
ト
の
高
等
行
政
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
判
権
の
範
囲

内
で
、
規
範
審
査
を
な
し
え
た
。
こ
の
「
憲
法
裁
判
所
に
審
査
を
求
め
る

二
と
が
で
き
る
」
と
は
如
何
な
る
場
合
を
指
す
の
か
を
廻
っ
て
、
抽
象
説

と
具
体
説
と
の
対
立
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
前
説
に
よ
れ
ば
、
行
政
裁
判

上
の
規
範
審
査
訴
訟
は
、
係
争
の
法
規
が
、
不
特
定
の
申
立
人
の
申
立
に

基
づ
き
、
各
ラ
ン
ト
あ
る
い
は
連
邦
の
憲
法
裁
判
所
に
よ
り
審
査
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
排
除
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
説
に
よ
れ

ぱ
、
ま
さ
に
、
特
定
の
行
政
裁
判
上
の
規
範
審
査
訴
訟
の
申
立
人
自
身
が
、

現
実
に
ラ
ン
ト
あ
る
い
は
連
邦
の
憲
法
裁
判
所
に
審
査
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
に
の
み
、
そ
れ
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
連

邦
法
が
審
査
基
準
と
な
り
う
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
連
邦
法
と
ラ
ン
ト
法

と
の
一
致
に
つ
い
て
決
す
る
こ
と
は
基
本
法
九
三
条
一
項
二
号
の
規
定
に

よ
り
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
排
他
的
管
轄
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
の
か
と
い

う
間
題
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
抽
数
説
を
採
れ
ぱ
、
た
と
え
ば
B
．
プ
ラ

ン
を
連
邦
建
設
法
を
基
準
と
し
て
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ

て
、
行
政
裁
判
上
の
規
範
審
査
訴
訟
が
機
能
を
発
揮
す
る
余
地
は
非
常
に

狭
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
唯
一
、
高
等
行
政
裁

判
所
が
抽
象
説
を
採
つ
て
い
た
ブ
レ
i
メ
ン
で
は
、
一
九
七
〇
年
｛
舵
の

五
年
間
に
、
僅
か
四
件
し
か
こ
の
訴
訟
は
係
属
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ブ
レ
ー
メ
ン
以
外
の
諸
ラ
ン
ト
及
ぴ
学
説
の
ほ
と
ん
ど
が
異
体
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説
を
採
っ
て
い
た
と
は
い
う
も
の
の
、
憲
法
異
議
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

見
解
が
対
立
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
行
政
裁
判
上
の
規
範
審
査
訴
訟
は

連
邦
憲
法
裁
判
所
法
九
〇
条
二
項
に
い
う
出
訴
の
途
（
内
8
黒
姜
晶
）
に

該
当
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
基
本
法
の
基
本
権
が
審
査
基
準
と
な
る
か
否
か
と

い
う
間
題
が
存
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
点
に
関
し
、
新
法
は
、
包
括
的
な
権
利
保
護
と
い
う
観
点

か
ら
具
体
説
を
採
り
、
例
外
的
に
ラ
ン
ト
の
憲
法
裁
判
所
の
専
属
的
管
轄

が
存
し
な
い
限
り
は
、
基
本
法
及
ぴ
原
則
と
し
て
ラ
ン
ト
の
憲
法
も
含
め

て
、
連
邦
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
の
法
が
審
査
基
準
と
な
る
こ
と
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
い
る
（
三
項
）
。

　
な
お
、
あ
る
規
範
の
審
査
の
た
め
の
手
続
が
、
高
等
行
政
裁
判
所
と
連

邦
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
の
憲
法
裁
判
所
に
同
時
に
係
属
し
た
叡
鋼
、
高
等
行

政
裁
判
所
は
、
裁
量
に
よ
り
、
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
が
終
了
す
る

ま
で
審
理
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
項
）
。

　
3
　
訴
訟
手
続
上
の
諸
問
題

ω
訴
訟
の
対
象
こ
の
訴
訟
の
対
嘩
な
る
の
は
、
第
一
項
で
碧

さ
れ
て
い
る
法
規
（
宛
g
睾
署
o
易
o
享
津
8
）
で
あ
る
が
、
「
法
偉
の
下
位

に
属
す
る
法
規
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
特
別
命
令
を
含
む
法
規
命
令
、
条
例
、
及
ぴ
そ
れ
ら
と
同
じ
序

列
に
あ
る
慣
習
法
等
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
行
政
規
則
や
行
政
行
為
は
規

範
審
査
に
服
さ
な
い
。
官
庁
内
部
の
組
織
命
令
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
個

個
λ
ゆ
権
利
領
域
に
関
わ
る
隈
り
で
法
規
命
令
と
し
て
規
範
審
査
訴
訟
に

服
す
る
。
、
．
｛
た
、
計
画
は
規
範
審
査
に
服
す
る
よ
う
な
固
有
の
法
規
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
o
）

持
た
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
B
・
プ
ラ
ン
の
よ
う
に
ラ
ン
ト
法
の

下
位
に
．
属
す
る
法
規
の
形
で
発
布
せ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ぱ
、
規
範
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帥
）

の
対
象
と
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
　
申
立
の
利
益
　
申
立
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
法
規
の
適
用

に
よ
り
不
利
益
を
、
つ
け
、
又
は
近
い
将
来
に
不
利
益
を
う
け
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
す
ぺ
て
の
自
然
人
及
ぴ
法
人
、
並
ぴ
に
す
べ
て
の
官
庁
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
官
庁
の
申
立
権
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
も
余
り
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
学
説
で
は
削
除
論
が
強
か
っ
（
樽
が
、

改
正
法
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
規
範
審
査
訴
訟
に
あ
っ
て
も
、
他
の
訴
訟
手
続
の
場
合
と

同
様
に
、
民
衆
訴
訟
を
排
除
す
る
た
め
に
、
申
立
人
に
は
特
別
な
権
利
保

護
の
利
益
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
二
項
一
文
に
い
う
と
こ
ろ
の
不
利

益
（
2
、
。
巨
。
自
）
。
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
は
自
然
人
ま
た
は
法
人
の
場
合

に
の
み
要
求
さ
れ
、
官
庁
の
申
立
の
場
合
に
は
必
要
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
不
利
益
の
概
念
に
つ
い
て
、
挙
説
・
判
例
の
見
解
は
大
き
く
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
事
実
上
の
利
益
と
み
な
す
説
、
法

四
三
条
に
い
う
正
当
な
利
益
と
考
え
る
説
、
法
的
に
保
謹
さ
れ
た
利
益

（
、
。
。
茎
－
。
巨
o
司
。
、
o
巨
冨
o
H
巨
實
鶉
窒
）
で
あ
る
と
す
る
説
、
法
四
二
条
二

項
に
い
う
「
権
利
の
侵
害
」
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
法

的
に
保
護
さ
れ
た
利
益
説
が
学
説
の
一
披
配
覧
解
で
書
、
多
く
の
裁
判

例
の
採
る
見
解
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
注
意
す
ぺ
き
は
、
こ
こ
で

い
う
法
的
に
保
護
さ
れ
た
利
益
と
い
う
の
は
、
法
四
二
条
二
項
の
取
消
訴

訟
、
義
務
付
け
訴
訟
の
場
合
に
い
う
そ
れ
と
同
一
で
は
な
く
法
四
二
条
二

項
に
い
う
尾
耐
。
一
、
蒜
く
邑
o
s
…
o
q
よ
り
は
広
く
、
し
か
し
経
済
的
あ
る
い

は
法
的
利
益
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
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る
と
い
う
こ
喜
誌
二
の
点
に
関
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
、
連

邦
建
設
法
一
条
七
項
に
い
う
衡
誓
れ
る
ぺ
き
鑑
墓
的
に
保
讐
れ

る
ぺ
き
利
溢
で
あ
る
と
判
示
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
㈹
　
管
轄
・
出
訴
期
閥
　
規
範
審
査
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
高
等
行
政
裁

判
所
が
一
審
か
つ
終
審
と
し
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所

へ
の
上
告
を
認
め
る
か
否
か
は
、
旧
法
下
で
争
い
の
あ
っ
た
と
、
一
ろ
で
あ

る
が
、
ラ
ン
ト
の
国
家
主
権
と
の
関
係
も
あ
り
、
新
法
は
こ
れ
を
認
め
て

い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
法
の
統
一
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
第
五

項
で
移
送
手
続
を
定
め
て
い
る
。

　
出
訴
期
間
の
制
隈
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
B
．
プ
ラ
ン
の
場
合
に
つ
い

て
は
・
立
法
者
が
連
邦
建
設
法
の
追
加
条
項
に
お
い
て
、
そ
の
成
立
に
際

し
て
の
手
続
・
形
式
規
定
違
反
の
主
張
を
、
B
・
プ
ラ
ン
施
行
後
一
年
以

内
に
制
隈
し
た
（
ω
■
碧
｝
一
邊
芭
冒
p
ヴ
）
こ
と
が
問
題
と
な
つ
て
い
る
。

こ
の
規
定
に
対
し
て
は
、
特
に
、
B
・
ブ
ラ
ン
の
施
行
後
に
そ
れ
に
関
係

す
る
よ
う
に
な
っ
た
市
民
の
権
利
保
護
を
奪
う
も
の
で
あ
る
ノ
抑
理
由
で
、

基
本
法
一
九
条
四
項
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
あ
る
。

　
ω
　
訴
訟
参
加
　
規
範
審
査
訴
訟
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
最
近
俄

に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
訴
訟
参
加
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
に

お
い
て
は
、
．
こ
く
最
近
ま
で
、
判
例
・
学
説
に
異
諭
な
く
、
参
加
と
い
う

概
念
は
否
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
参
加
と
い
う

制
度
は
、
規
範
審
査
と
い
う
客
観
的
な
訴
訟
に
は
本
質
的
に
な
じ
ま
な
い
、

規
範
審
査
の
裁
判
は
一
般
的
拘
東
カ
を
有
す
る
、
規
燭
汰
関
わ
る
人
の
範

囲
は
不
特
定
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

の
定
説
に
対
し
て
、
F
・
O
・
コ
ソ
プ
が
、
規
範
審
査
訴
訟
に
お
け
る
個

人
の
権
利
保
護
機
能
の
重
要
性
と
行
政
実
務
に
お
け
μ
誰
規
と
行
政
行
為

の
使
い
わ
け
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
、
反
旗
を
翻
し
た
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、

こ
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
通
常
の
参
加
は
原
則
的
に
、
必
要
的
参
加
も
例

外
的
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
コ
ヅ
ブ
の
議
論
に
、
一
満
物
一
判
例
．

学
説
が
左
担
途
が
・
連
邦
行
嚢
判
所
は
こ
雲
退
け
て
い
る
。
そ
こ

で
は
・
参
加
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
新
法
の
二
項
三
文
を
準
用
し
て
、

関
係
者
か
ら
聴
聞
を
な
し
、
ま
た
、
関
係
者
に
意
見
表
明
の
機
会
を
与
え

る
と
い
う
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
㈲
　
仮
の
権
利
保
護
　
規
範
審
査
の
申
立
に
は
、
訴
え
の
屈
鑓
に
対
し

停
止
効
を
定
め
て
い
る
行
政
裁
判
所
法
八
O
条
は
準
用
さ
れ
な
い
。
旧
法

下
に
お
い
て
争
い
の
あ
っ
た
規
範
審
査
訴
訟
に
お
け
る
仮
命
令
の
許
容
性

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
新
法
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
三
二
条
を
範
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軸
）

て
こ
れ
を
立
法
的
に
解
決
し
た
。
す
な
わ
ち
七
項
に
よ
れ
ぱ
、
「
重
大
な

不
利
益
を
避
け
る
た
め
、
そ
の
他
重
要
な
理
由
に
よ
り
緊
急
に
必
要
と
さ

れ
る
場
合
に
は
」
仮
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
。

　
㈹
　
裁
判
の
効
カ
　
裁
判
の
効
カ
に
つ
い
て
、
法
規
の
無
効
を
宣
言
す

る
、
す
な
わ
ち
、
有
効
性
を
否
定
す
る
裁
判
は
一
般
的
崩
錬
カ
を
有
し
、

申
立
を
棄
却
す
る
そ
れ
は
当
事
者
閲
で
の
み
効
カ
を
有
す
る
。
一
一
の
無
効

（
己
o
暮
o
口
）
の
宣
言
は
原
則
と
し
て
遡
及
す
る
。
無
効
と
宣
言
さ
れ
た
規

定
に
基
づ
い
て
発
布
さ
れ
た
行
政
行
為
は
、
不
可
争
カ
を
生
じ
な
い
隈
り

取
り
消
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
不
可
争
カ
を
生
じ
た
場

合
に
は
、
そ
の
行
政
行
為
は
裁
判
に
よ
り
影
響
さ
れ
ず
、
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
・
そ
れ
が
ま
だ
執
行
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぱ
、
そ
の
執
行
は
許
さ
れ

な
い
。
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四
　
む
す
ぴ

　
右
に
概
観
し
て
き
た
現
行
の
規
範
審
査
訴
訟
に
対
す
る
西
ド
イ
ツ
の
学

説
の
評
価
に
は
、
麦
り
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
い
＾
箏
こ
の
訴
撃

続
自
体
に
、
な
お
未
解
決
の
問
題
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、

計
画
行
政
の
訴
訟
に
よ
る
統
制
の
限
界
と
関
連
し
て
も
様
々
な
疑
問
が
呈

示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
点
も
含
め
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ

た
個
々
の
論
点
を
よ
り
深
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
別
稿
に
お

け
る
課
題
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
最
後
に
次
の
点
を
強
調
し
て
稿
を
閉
じ

た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
訴
訟
手
続
が
主
観
訴
訟
的
な
色
合
い
を
強
め
た

と
い
う
こ
と
は
西
ド
イ
ツ
の
学
説
も
否
定
し
て
い
な
い
し
、
そ
れ
は
申
立

の
利
益
や
訴
訟
参
加
に
関
す
る
議
論
の
中
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
従
来
、
こ
の
訴
訟
の
客
観
的
な
側
面
の
み
を

み
て
き
た
我
が
国
の
学
説
も
、
そ
の
認
識
を
改
め
る
べ
き
時
期
に
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
オ
。
、
．
旨
。
自
ぎ
鼻
8
5
と
い
う
概
念
で
包
摂
さ
れ
る
手
続
の
態
様

　
　
に
は
様
々
の
も
の
が
あ
る
が
、
行
政
裁
判
所
法
四
七
条
に
い
う
そ
れ

は
、
通
例
、
抽
象
的
（
き
黒
量
ζ
o
）
規
範
統
制
と
訳
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
に
お
い
て
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
訴
訟
の
実
体
は
決
し
て
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
い
し
、
西
ド
イ

ツ
で
も
、
最
近
の
論
文
は
き
g
量
ζ
o
と
い
う
表
現
を
余
り
用
い
て

い
な
い
よ
う
な
の
で
、
こ
こ
で
は
抽
象
的
と
い
う
言
葉
は
用
い
な
い
。

ま
た
ぎ
巨
、
o
昌
伺
と
い
う
言
葉
を
統
制
と
言
う
か
審
査
と
言
う
か
も

俄
に
は
決
し
難
い
が
、
こ
こ
で
は
一
応
審
査
と
訳
し
て
お
く
。
以
上

　
の
よ
う
な
わ
け
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
訴
訟
の
こ
と
を
単
に
規
範
審

　
査
訴
訟
あ
る
い
は
行
政
裁
判
上
の
規
範
審
査
訴
訟
と
呼
ぷ
こ
と
に
す

　
る
。
套
、
く
岬
；
・
．
句
・
蕃
。
・
3
ω
喜
彗
O
血
：
。
・
奏
一
暮
σ
・
一
1

　
○
目
o
、
一
〇
巨
旨
o
｝
g
宛
g
睾
窒
o
巨
自
冨
窃
一
一
8
ナ
ω
．
o
o
ρ

（
2
）
　
こ
れ
ま
で
に
こ
の
訴
訟
を
取
り
上
げ
て
い
る
論
稿
と
し
て
は
、

　
水
野
豊
志
．
委
佳
立
法
の
研
究
九
七
頁
以
下
、
南
博
方
「
規
範
審
査

　
訴
訟
」
行
政
訴
訟
の
制
度
と
理
諭
六
二
頁
以
下
、
阿
部
泰
隆
「
都
市

　
建
設
計
画
の
裁
判
統
制
」
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
九
年
一
一
月

　
号
二
二
頁
以
下
が
あ
る
。

（
3
）
　
市
原
昌
三
郎
「
抗
告
訴
訟
の
類
型
」
行
政
法
講
座
㈹
ニ
ハ
O
頁
・

　
塩
野
宏
「
無
名
抗
皆
訴
訟
の
間
題
点
」
新
実
務
民
訴
法
講
座
ω
一
一

　
五
頁
。

（
・
）
牽
弩
．
∪
昌
蚤
・
奮
二
－
ヌ
炭
宛
皇
豪
－
蔓
貝

　
ω
．
α
申
1

（
5
）
　
｝
、
σ
彗
昌
σ
目
毛
一
竃
は
地
区
詳
紬
計
画
、
建
築
詳
細
計
画
な
ど

　
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
B
・
プ
ラ
ン

　
と
し
て
お
く
。

（
6
）
　
雄
川
一
郎
「
行
政
事
件
訴
訟
立
法
の
回
顧
と
反
省
」
公
法
研
究

　
四
五
号
二
一
七
頁
。

（
7
）
　
つ
と
に
阿
部
教
授
が
こ
の
点
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
参
照
、

　
阿
部
泰
隆
「
西
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
」
公
法
研
究
三
八
号
一
六
五
頁
。

（
8
）
　
も
つ
と
も
、
こ
の
訴
訟
の
萌
芽
の
よ
う
な
も
の
が
、
既
に
、
一

　
九
二
二
年
四
月
二
一
日
の
パ
ー
デ
ン
の
水
法
の
定
め
の
中
に
見
ら
れ

る
と
い
う
。
＜
軸
一
・
ら
酉
自
蜆
姜
葺
2
星
尋
至
言
伽
唾
・
暮
－
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婁
二
。
冒
雪
斤
昌
暮
旨
。
曇
二
阜
二
§
’
ω
二
午
套
、
二

　
の
本
の
入
手
に
あ
た
っ
て
は
、
ボ
ン
犬
学
留
学
中
の
高
木
光
助
教
授

　
の
御
高
配
に
あ
ず
か
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
9
）
　
そ
の
た
め
、
規
範
審
査
訴
訟
は
ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
ク
（
い
わ
ゆ
る

　
「
ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
ク
草
案
」
が
編
ま
れ
た
）
で
は
な
く
、
、
、
ユ
ン
ヘ
ン

　
で
考
案
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
＜
O
q
r
老
■
竃
0
＝
雲
。
一
冒
。
＞
目
け
、
距
O
目
．

σ
。
蕃
己
昌
ξ
毒
奮
・
・
葦
血
書
曇
，
顯
。
ニ
ミ
く
る
P

　
o
o
．
2
ω
1

（
1
0
）
く
。
・
－
胃
－
b
昌
。
斥
匝
・
筈
少
ω
・
ω
ω
・

（
1
1
）
　
旧
ア
メ
リ
カ
占
領
地
区
以
外
で
新
た
に
こ
れ
を
導
入
し
た
ラ
ン

　
　
ト
ま
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ソ
ヒ
ー
ー
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
み
で
あ
っ
た
。

（
1
2
）
　
但
し
、
二
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
が
、
七
六
年
八
月
二
四
日
の
法
改

　
　
正
の
直
前
、
五
月
二
八
日
に
こ
れ
を
導
入
し
て
い
る
。

（
1
3
）
　
下
図
↓

（
皿
）
壷
．
く
』
嚢
冒
凹
具
U
而
覧
8
算
眈
、
。
巨
自
一
、
σ
。
。
。
。
。
自
z
。
昌
。
目
’

　
　
6
〉
ω
l
N
茎
声

（
1
5
）
　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
W
・
ペ
ル
ク
は
、
規
範
審
査
訴
訟
の
旧
規

　
　
定
は
行
政
上
の
権
利
保
謹
に
お
い
て
一
種
の
「
賊
罪
の
山
芋
（
塞
目
．

　
　
ま
暮
O
艮
）
」
の
役
割
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
か
。
た
と
い
う
印
象

　
　
を
う
け
る
と
述
ぺ
て
い
る
、
く
口
目
一
、
老
。
田
胃
o
竈
一
＞
岸
。
冒
コ
α
篶
冨

　
　
妻
。
竈
。
＝
胃
奉
竃
一
言
。
・
餐
葦
一
葦
目
乞
。
、
昌
耐
目
斤
。
自
一
、
。
二
、
－

　
　
雲
目
こ
旨
二
昌
冨
冨
。
目
o
価
ニ
ミ
妻
8
－
。
一
旨
、
斥
、
ま
、
。
一
、
。

　
　
N
ξ
尿
o
チ
o
目
匡
5
■
ぶ
U
O
く
呂
o
o
H
一
ω
1
o
o
o
o
・

（
此
）
く
。
日
F
ρ
睾
員
之
邑
毫
葦
昌
戸
・
』
。
津
。
、
昌
陣
目
。
、
。
目
、

LTbersicht 

tiber die Zahl der Verfahren nach 

in den Jahren von 19/~O bis 1974 und ihre 

Rechtsgebieten (BT-Drucks. 7/4324. S. 15, 

S 47 VWGO 
Aufghederung 
Anlage l) 

nach 

¥rerf ahren 

davon davon 

~
 

1
:
,
 
F
:
 ~

 

:, 

o
 
,
:
 

~~;:L' 

~
3
~
;
 
!
:
u
"
 
(
1
'
~
 

~
 Land InS :

,
 
,
~
 

!
;
 

J~ '
:
:
U
 

~
 ge- 19?3 1974 1:~ ':~ 

~
 

o, 

amt 1970 1971 1972 ec ~~ ~
 ~~ r

:
 
:
:
 

~
 
t{~ 4J~S ,: ,: 1

'
 
:
:
 

bc ee~ ,~ 
~
j
 

ed: 

:
,
 
,
~
 

~
,
:
:
 
~
~
 
e
 
~
n
:
:
:
 

~
 54~,, 

~
 
b
a
 

~
 ~2 

,
:
:
 
,
,
 

ee ,5 ,: 
$: 

~
 

~~~ < o 
:c (1) 

N･~ 
F~ (:) Z!) 

2
 
3
 
I
 
4
 
l
 
5
 
l
 
6
 
1
 
7
 
8
 
l
 
9
 
l
 
lO I
 
ll l
 
12 l
 
13 I
 
14 l
 
15 I
 
lb 

l
 

Baden･Wtrttem- 42 62 70 l 93 
9
 
6
 
l
 
9
 
14 27 

berg - 259 52 33 

37 36 31 61 2
 
lg 2
 
4
 
3
 
39 18 

BAyern - 147 23 20 
2
 
2
 

l
 

l
 
1
 4

 
l
 

Bremen ' (SelJ' 

chen 
potL-

reehL) 

123 19 15 35 33 16 44 12 
1
 
21 3
 

24 lO 8
 }Iessen -

Schl esl~ ig. 

1
 
8
 

q
.
 
12 4

 
4
 

3
 
2
 Ho]steln 31 2

 

5
 
3
 
lO 

betroffene Lande 

I
 
5
6
4
 

l
 
,
,
 69 12Z 145 131 

l
 
3
0
4
 16 3

 
51 13 5 

41 61 64 
Insgesamt -

く
き
警
辱
冨
雪
邑
。
α
・
嚢
二
窒
暮
自
目
o
目
冒
射
。
。
巨
蜆
．

悪
冒
。
竈
窒
ぎ
毒
撃
自
一
奮
昌
o
書
一
二
賢
。
口
二
α
し
責

　
ω
．
H
竃
．

（
〃
）
く
。
・
；
』
胃
匡
一
雲
萬
一
睾
冒
雲
せ
閏
、
。
冒
。
。
嘗
一
仰
肉
。
．

858



（173）研究ノート

　
器
～
g
o
雷
＜
昌
妻
巴
巨
目
o
q
雷
＄
牡
窃
一
U
く
団
－
－
o
α
“
ω
．
ω
N
0
－

（
㎎
）
　
法
改
正
の
過
程
で
は
、
大
学
の
定
員
を
定
め
る
条
項
に
対
し
て

　
も
連
邦
に
統
一
的
に
規
範
審
査
訴
訟
を
導
入
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ

　
た
。
し
か
し
、
一
九
七
五
年
四
月
九
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例

　
に
よ
り
、
大
学
の
収
容
施
設
の
徹
底
利
用
に
対
す
る
行
政
裁
判
所
の

　
審
査
権
が
強
化
さ
れ
た
。
と
い
う
理
由
で
見
送
ら
れ
て
い
る
。
く
O
q
F

　
｝
↓
－
b
『
自
O
片
m
ー
ミ
阜
ω
N
ナ
　
ω
一
　
ご
　
｝
く
O
ユ
Ω
　
｝
一
く
一
④
一
　
干
　
H
O
N
μ

　
民
＜
o
ユ
o
同
s
一
ω
’
冒
o
o
．

（
1
9
）
　
く
α
q
一
－
吋
↓
－
U
『
自
o
斤
N
ミ
ω
N
ナ
ω
一
H
h

（
2
0
）
　
最
近
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
統
一
行
政
訴
訟
法
を
制
定
し
よ
う
と

　
い
う
動
き
の
中
で
、
規
範
審
査
訴
訟
に
つ
い
て
も
申
立
期
間
等
に
つ

　
き
若
干
の
議
論
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
二
年
七
月
の
統
一
行

　
政
訴
訟
法
草
案
に
お
い
て
は
、
仮
命
令
に
関
す
る
規
定
が
修
正
さ
れ

　
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
行
政
裁
判
所
法
一
二
三
条
の
仮

　
命
令
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
＜
口
q
一
。
ω
↓
白
；
o
尿
、
o
㌔
富
㎞
一
ω
．

　
o
0
N
－

（
2
1
）
　
条
文
の
訳
出
に
際
し
て
は
、
阿
部
・
前
出
誼
（
3
）
に
負
う
と

　
こ
ろ
が
多
い
他
、
南
・
注
釈
行
政
事
件
訴
訟
法
四
二
二
頁
の
訳
も
参

　
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
2
2
）
　
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
く
o
q
－
■
宍
■
ミ
o
亭
嘗
貝
P
芦
O
。
（
＞
自
冒
．

　
o
）
一
ω
．
塞
声

（
刎
）
　
く
o
q
－
－
量
．
射
o
自
o
旨
血
目
饒
冨
o
戸
　
U
庁
　
｝
g
9
－
o
q
冒
一
〇
日
一
－
）
ユ
津
o
『
－
昌

　
之
o
H
昌
o
目
庁
o
目
胃
o
＝
く
胃
厨
す
冨
自
■
閏
o
巨
ω
革
N
く
毫
Ω
〇
一
＜
昌
ミ
＞
昌
す

　
吋
q
．
N
土
s
o
o
少
ω
．
N
0
0
N
．

（
2
4
）
　
向
巨
－
ω
．
蟹
N
．

（
乃
）
　
訳
は
南
・
前
出
誼
（
2
1
）
に
よ
る
。

（
2
6
）
　
前
出
謹
（
1
3
）
参
照
。

（
η
）
　
実
際
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
手
続
と
の
競
合
が
問
題
と
な
り
う

　
る
の
は
、
シ
．
一
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
n
ホ
ル
シ
呈
タ
イ
ン
州
の
み
で
あ
る
。

　
く
o
ロ
ー
．
宍
．
宛
o
o
而
片
雪
㌔
匡
一
－
－
く
o
自
o
o
『
冨
o
目
＜
毫
Ω
〇
一
N
＞
自
饒
二
－
o
o
o
H
一

　
㎜
ミ
｛
o
之
『
l
s
l

（
2
8
）
　
規
範
審
査
訴
訟
の
対
象
と
な
る
の
は
、
糖
確
に
は
射
8
巨
眈
－

　
島
冨
o
で
あ
る
が
、
＜
ミ
O
O
自
体
が
宛
8
巨
睾
o
易
o
～
鼻
畠
と
規

　
定
し
て
お
り
、
そ
れ
が
法
規
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
も
、

　
一
応
こ
の
訳
に
従
っ
て
お
く
。
＜
o
ロ
ー
．
ま
、
』
■
峯
o
葭
㌔
O
．
｝
豊
旨
o
｝
一

　
＜
胃
ミ
巴
巨
目
O
q
胃
8
葦
目
－
革
＞
自
P
H
ミ
O
〇
一
ω
．
壮
雪
－

（
2
9
）
　
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
規
命
令
と
行
政
規
則
の
問
題
に
つ
き
、

　
参
照
、
平
岡
久
「
ボ
ン
基
本
法
下
に
お
け
る
行
政
規
則
に
関
す
る
学

　
説
一
二
丁
三
」
阪
大
法
学
九
九
号
一
〇
三
貢
以
下
、
一
〇
二
号
一

　
二
三
頁
以
下
、
一
〇
六
号
八
七
頁
以
下
。

（
3
0
）
　
連
邦
建
設
法
一
〇
条
は
、
「
自
治
体
は
B
・
プ
ラ
ン
を
条
例
と

　
し
て
決
定
す
る
」
と
定
め
る
。

（
3
1
）
　
く
o
o
－
．
穴
．
宛
o
ρ
o
斥
胃
㌔
｝
‘
－
－
ー
く
o
目
O
曾
冨
血
P
寧
凹
－
ρ
（
＞
目
昌
一

　
・
o
o
。
）
一
㎝
ミ
射
o
之
『
1
H
N
－

（
3
2
）
　
＜
o
q
－
1
穴
．
O
げ
胃
昌
與
｝
o
’
U
ポ
く
胃
ミ
巴
9
自
o
日
叩
岬
①
ユ
o
巨
匡
舳
o
－
o
2
o
H
－

　
冒
8
ぎ
巨
『
o
－
－
o
（
H
）
一
一
三
N
o
巨
目
』
芭
＝
冨
＜
胃
老
巴
g
轟
晶
o
ユ
o
睾
眈
・

　
○
邑
…
≡
o
司
一
ω
o
享
革
昌
冨
一
冨
ま
『
葭
o
o
臣
o
巨
－
一
〇
ω
福
く
〇
一
吋
o
ー
ま
一

　
5
N
9
　
ω
‘
ζ
O
∴
　
く
．
髪
鼻
一
鶉
一
目
α
O
冨
け
ユ
O
享
O
ユ
巨
さ
勾
8
巨
－
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眈
勺
冨
o
－
巨
目
o
目
　
N
冒
昌
　
く
o
；
巴
巨
目
窃
冨
o
＝
戸
　
く
鶉
ミ
＞
『
o
す
　
b
p
　
α
ナ

　
H
o
N
い
　
　
m
…
．
　
o
o
．

（
羽
）
　
　
＜
o
司
－
一
＞
一
H
㌣
里
自
目
．
＞
目
け
H
芭
o
o
げ
o
h
自
o
q
目
訂
一
自
目
｛
＞
箏
け
H
里
o
q
蜆
o
『
｛
o
『
｛
①
『
．

邑
馨
ヲ
く
串
毒
斥
冒
昭
。
・
邑
g
婁
g
竃
ξ
冒
o
目
斥
昌
言
o
；
宵
．

　
貯
ゴ
葛
♪
田
顯
㌣
く
民
卜
H
o
o
o
少
ω
一
㎞
N
N
声

（
3
4
）
　
く
o
司
－
一
同
一
向
｝
睾
旨
凹
目
具
■
一
句
『
α
チ
ー
胃
一
く
ξ
Ω
O
宍
o
昌
昌
o
目
訂
一

　
〇
〇
　
＞
■
由
二
　
H
o
o
o
o
’
　
ω
　
卑
N
　
射
ρ
z
『
■
　
N
o
’

（
3
5
）
　
く
o
q
F
＞
一
｝
『
凹
自
P
畔
顯
．
〇
一
（
＞
…
目
一
ω
卓
）
－
ω
一
伽
N
N
一

（
狛
）
く
。
目
一
．
雲
而
；
Ω
田
．
く
」
二
H
L
署
〇
一
｝
ま
暑
o
肉
㎞
o
L
㌃

　
2
』
4
く
’
－
o
o
o
o
’
ω
l
H
o
ひ
－
…
く
｛
－
ω
片
o
崖
ユ
叩
一
－
）
｛
o
　
■
o
o
q
－
巨
彗
芭
匡
o
目
　
N
一
胃

　
＞
コ
蒜
o
ブ
け
冒
一
〇
目
く
o
目
田
〇
一
］
葭
自
自
自
帥
餉
旦
叫
目
o
タ
］
〕
く
ω
卜
H
①
o
o
ρ
ω
－
ω
ご
饒
1

（
3
ア
）
　
＜
o
司
－
一
射
一
ω
o
巨
肖
〇
一
　
『
o
『
昌
－
自
目
o
　
く
亀
籟
ゴ
冨
旨
叩
汗
；
胃
　
σ
乱

　
　
田
o
σ
串
自
自
目
o
q
岨
勺
－
畔
目
o
目
自
自
｛
顯
目
ρ
o
『
o
目
σ
顯
自
『
o
o
げ
け
－
－
o
ゴ
o
目
ω
里
叶
■
自
自
o
司
o
目
－

　
　
易
」
婁
し
鵯
員
ω
」
s
竃
．
高
．
穴
ぎ
；
具
U
庁
冒
責
o
豪
■
。
至
τ

　
　
岩
葛
芸
雰
o
葦
姜
壌
電
H
『
“
ξ
ヌ
H
凄
一
ω
．
N
竃
N
饒
1

（
3
8
）
　
く
o
q
F
向
．
向
｝
睾
昌
ρ
目
具
■
－
司
H
α
｝
－
o
’
閏
－
夢
〇
一
（
＞
自
旨
一
ω
阜
）
一

　
　
醐
ミ
宛
o
2
『
．
参

（
3
9
）
　
く
o
q
】
一
司
一
〇
一
穴
o
勺
ヲ
U
庁
尉
o
討
昌
荷
一
』
目
o
q
｝
旨
＜
o
『
重
巴
一
〇
目
o
q
蜆
．

　
　
○
冒
o
ユ
o
－
匡
－
o
－
＾
…
目
　
］
Z
O
H
－
自
o
目
斥
O
■
↓
H
O
冒
く
o
『
｛
芭
巨
H
0
自
－
　
－
目
…
　
＜
O
｝
ミ
凹
斥
自
目
O
q

　
　
冒
o
雰
o
豪
巨
邑
冒
。
・
一
黒
穿
o
巨
串
豊
昌
ε
〇
一
脾
巨
胴
雪
団
9

　
m
一
血
ゴ
o
目
　
｛
o
蜆
　
］
川
w
串
｝
＜
Ω
＝
－
　
H
o
N
o
1
ω
l
　
o
o
o
伽
饒
．

（
4
0
）
　
こ
の
間
の
事
惰
に
つ
い
て
は
、
く
o
口
一
■
量
肉
o
冨
目
9
津
蜆
o
F
p
．

　
雪
－
O
－
（
＞
目
昌
l
N
u
）
一
ω
－
N
0
o
Φ
h

（
4
1
）
　
く
o
目
－
一
団
く
0
H
ミ
Ω
団
一
く
一
H
ド
い
．
－
o
o
o
♪
田
く
o
『
峯
Ω
■
α
μ
H
ω
一
1
－

　
U
く
｝
ガ
H
o
o
o
“
o
〇
一
〇
㎞
H
一
目
幕
＞
自
暮
．
穴
1
＞
一
田
g
冨
H
昌
雪
冒
目
・

（
4
2
）
　
く
o
q
－
1
■
．
肉
豊
o
F
　
Z
o
『
昌
o
目
斥
o
目
旨
o
昌
o
　
自
目
o
　
｝
o
σ
豊
］
o
昌
o
q
岬
．

　
勺
－
與
冒
o
－
d
顯
自
射
－
　
一
〇
N
N
－
　
o
o
－
　
H
｛
o
o
．

（
4
3
）
　
な
お
、
前
出
註
（
2
0
）
参
照
。

（
叫
）
　
V
G
G
二
五
条
は
、
こ
の
場
合
に
も
拘
束
カ
を
認
め
て
い
た
。

　
く
o
q
－
1
｝
H
－
U
コ
］
o
汗
餉
一
ミ
企
ω
N
ナ
ω
1
旨
．

（
4
5
）
　
総
括
的
批
判
と
し
て
、
嘉
－
・
ミ
・
■
胃
軸
・
與
・
P
O
・
（
＞
目
目
・

　
　
一
〇
）
1
ω
－
o
o
o
o
旧
串
．

※
　
本
稿
は
、
行
政
法
理
論
研
究
会
で
の
簡
単
な
報
告
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
研
究
会
で
は
、
小
早
川
光
郎
教
授
、
鈴
木
庸
夫
助
教
授

を
は
じ
め
と
し
て
、
御
出
席
の
方
々
よ
り
訳
語
等
に
関
し
貴
重
な
御

教
示
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
四
年
九
月
一
〇
日
脱
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
犬
学
院
博
士
課
程
）
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